
吟日の説教､聴き手のために」 2012/1/1明治学院教会0258）
（このプリントは毎週作っているものです）岩井健作牧師

「ピリオドを打つ、そして」
マタイによる福音書1章1-17節

1，権威づけとしての系図b桓武天皇に遡る庶民の家柄の系図bマタイは一方で系図
の権威づけを尊重する。だ蚊そこへの批判的一面もある。系図の中にタマル③、
ラハブ(5)、ルツ(5)、ウリヤの妻(6)を入れる。異邦人の四人の女性、ダビデの
罪の事跡が神の救済の抱擁の大きさを示す。
2、長々と続く一つ一つの名前には旧約聖書の歴史的物語がある。延々と続く人間の
生きる営みを記してきたアブラハムからヨセフにいたるmのつながり」は、ヨセ
フで途絶える。イエスは唆霊によって」誕生している。（このくだりについては、
イエスはマリヤとローマ兵との子供であったなどと憶測する説すらある）1，1のつ
ながり」は人間にとって宿命的直接性であり、11mのつながり」は絶えず、傍流を
排除する。例えば、創世記のアプラハムには子がなかった。側妻のハガルに子イシ
ュマエルを儲けた｡血統への思惑である。しかし､後､正妻のサラから僻の計ら
いにより）イサクがうまれる。l兄弟は他人の始まり」というが、イシュマェルは
追放され、イサクが正統の家柄を継ぐ。系図は人間の横関係（社会）を作らない。
その系図が、ヨセフでぶつつり切れる（16）。マタイはそれを18節の腿女俸謁
物語につなげる。マタイの系図の神学脱信仰的意図は、人間の伝統・歴史は器と
して、枠組みとして尊重されねばたらない弧それへの持たれかかりが断ち切られ、
初めて神と出会うのだと。噺ち切る」ある意味では「ピリオドを打つ」こと。そ
こにはﾌ随続の連続という歴史の中に働かれる神の姿を見る。パウロの言葉を援用
すれば胸と血とは神の国‘を受け継ぐことはでき詞（コリⅡ15:50）となる。
3，最近のマタイ研究では、マタイは原始キリスト教の伝承の力点を少し変えたとい
う。「ダビデ王の家系にメシヤが生まれる」というユダヤ教の主張をイエスのメシ
ヤ性の認濁に使った系図を、アプラハムにまで遡らせて、イスラエル史全体が神の
導きにある、としたのはマタイであるという指摘である。「ダヒデによるイエスの
証明」という固定観念を破り転換させ、歴史における神の働きへの、新しい視点を
強調する。。固定的観念に終止符（ピリオド）を打って、そこから自分が生きる現
実への枠の組直しをしているのがマタイだという。
4、マタイは旧約の伝統を大切にした福音書である。その伝統を受け取り直してゆく
ところに伝統の「成就者イエス」を見ている。自分がいつの間にか縛られている固
定観念、固定的世界観、固定的価値観、したり顔の常識､社会的しがらみの知識、
視野の狭さをにもピリオドを打つ知恵を、mのつながり」の相対化にさらに加え
てゆく勇気を与えられて、新しい年を生きたいと思う。
5，最後に天野忠さんの噺年の詞という詩を記します。
「これでまあ／七十年生きてきたわけやけど／ほんまに／生きたちゅ正身のところ
は十年ぐらうなもんやろか／いやぁ・・・・／とてもそんなにないやろなあ／七年
ぐらいもんやろか・・・／3年・・・／底の底の方で／正身が卿いた／一一そんな
に削るな」。削り切れない正身を「恵み」として大事にし新しい年を歩みたい。



｢弓･日の説教、聴き手のために」 2012/1/8明治学院教会e59）
（このプリントは侮遡作っているものです）岩井健作牧師

「見失って、見つける」
ルカによる福音書2章41-52節

1、新約聖書の4つつの福音書で、イエスの幼少時代の記述を比べてみると、マルコ、
ヨハネは全く興味を持っていない。マタイはヘロデの幼児虐殺と凹嫁閥のエジ
プト逃避行･帰還についてのみ記す（マタイ2:13-23)。ルカはイエスの成長の話を
記すbそれが｢神殿で捧げられる、ナザレに帰る」（2:22-40）の話と今日のテキス
ト榊殿での少年イエス」の話である。2カ所出てくる「たくましく育ち」「知恵
が増し」（40,52）は旧約のサムエル記_'二2:26が下敷きになっている。新約外典『ト
マスによるイエスの幼児物語』は幼児イエスの奇跡物語が記され、印申童物語jや
哩渚伝説になってる。ルカのみ12歳の過越祭への参加の物語を記す。しかし、
歴史記述というよりは、ルカの神学的構成と信仰教化の意味が隠されている。
2，①41-45節。両親がイエスを見失ったこと。この福音書の24章「（女たちは）
中に入っもイエスの遺体が見当たらなかった。そのため途方にくれていると、」（3
-4)。これはイエスを探す両親に重なる。人はイエスを見失うことにおいてイエス
に出会う。人間の薗妾性は、神に向かう除断ち切られる、との暗示がある。神学
的にはP十字架の蹟きなくして復活の命への繋がりはなし」ということか。
②46-47節。巨日の後。。見つけた｣。エマオの途上の弟子は「このことが起こ
ってから三日目なのです」伽:19-21)と語る。に三日目、三日後jはイエスの復活
を証言する術語である。ここにはイエスの見つけ方への示唆がある。③48-50節。
両親の驚きは神殿の中にイエスを見つけたことだbイエスはけろりとして「わたし
が自分の父の家にいるのはあたりまえだ』という。ヨセフとマルヤが両親であるこ
とは否定されていない。それでいて「父」とは何か。一耐KIに両親と別なI父｣な
る支配原理があるのではない。「肉jIMmlq民娩の結束原理､支配原理の相対
化が示唆されている。両親にはイエスの言葉の意味が分からなかった。」（剛。
これはユーモアに近い。恐らく、我々も同じくであろうから。④51節。「ナザレに
帰り、両親に仕えてお暮らしになった」。吐える」（ヒュボタッソー）。実は、
この語は新約38例中、能動は「服従させる、従属、屈伏させる」、受動は噸E属
させられる」という意味で、古代世界の社会構造を反映している語で、あまりいい
意味ではない。「中動」で用いられると職順である」の意味（この箇所の他、I
コリ15:28b，ヘブ12:9，ヤコ4:7,ロマ8:7,10:3，エフェ5:24a）。マリヤが「すべ
て心に納めていた」とは、急いで結論を出してしまわないで、暖めていたというこ
とか。ある観念、確信固定的思想を持つのはやさしい。だが思想しつつ、という
プロセスを大事にしたい。⑤52節｡知性､体力、そしてI神と人とに愛される」と
は、精村牲､霊性、関係性の豊かさの表現であろう。
3、失って、見つける、とは神学的、信仰的には、F十字架と復活｣の二重性､両義
性、を表している。ルカの神学の一面であろう。だが、少年イエスの話にこれを盛
り込んだルカの文学性を大事にしたい。失い、探し、悩み、模索し、それでいて、
大工の子少年イエスの日常を想像して、ユーモアのある生き方をしたい。



吟日の説教､聴き手のために」 2012/1/15明治学院教会e60）
（このプリントは毎週作っているものです） 岩井健作牧師
嘘[しみを通して成就する救い」

マタイによる福音書2章13-21節
1，今日の聖書箇所は「ヘロデの幼児虐茅艶のお話ですbイエス一家はエジプトへ難
を避けて逃れます。系図では、「聖霊によるイエスの誕曲で「マリヤの許婚者b
という脇役だったヨセフがエジプト逃避行とナザレへの帰還では主役です。「子供
とその母親という表現に、母子を守る頼もしさが濃んでいます。
2、注意深くこの箇所を読むと、この短い箇所に旧約の引用が四か所もありますb
「ヘロデが死ぬまで」（15［ソロモンが］王上1MO)。「わたしは、エジプトからわ
たしの子を呼び出した」（15,ホセア11:1）。「ラマで声が聞こえた。激しく嘆き悲
しむ声たbラケルは子供たちのことで泣き」（18,エレミヤ31:15)。「この子の命を
ねらっていた者どもは、死んでしまった」（20,出エジ4:19）。ここにはイスラエル
の歴史のエジプトでの奴隷アッシリア帝国とバビロニア帝国の侵略、虐殺､捕囚、
が重ねられています｡哀しみの追体験ですb敬い」はその哀しみを通してこそ実
現しているのだ、というメッセージがあります。この箇所の、キーワード（鍵調
は嘆現（成就）するためI（15,1Z23)で丸三ヶ所も出てきます。ヘロデの虐殺
は、アッシリアの虐殺に重ねられます。その虐殺を懐しみの母親ラケル」が草葉
の陰で泣いているという古事が引用されます｡哀しい出来事ですbだが、その歴史
の中に「救い」が実現してゆく。マタイ福音書の信仰です。その救いは、十字架の
苦難をかいくぐって実現するの魁という伏線が言い表されていますb
3，現代史の中の｢虐殺jの歴史を私たちは、想像をします。しかし、虐殺の現場に
いなかった私たちはその実像を知りませんb歴史記録、証言記録、芸術作品、など
はそれに迫って伝承を伝えていますもアウシュヴィッツ、南京、沖縄、カンボジア、
ベトナム、イラク、パレスチナなどbこれらの現代史の締､には、きっとエジプト
逃避行を思わせる出来事があったに違いありません。現代史の微かな灯になってい
ますbそこを生き延びた人達は、現代史の最も暗い部分を自分のこととして負って
生きているのではないでしょうか。渡辺義治さん、横井量子さん夫妻（ノンフィク
ション°ステージ鎚獄のDEm佃剛一哀しみの南京一［この間横浜であったこの演劇
のビラを受付に置いておきますのでご覧ください］）などもそれそ負われて生きて
いる方たちです。
4，I彼はナザレ人と呼ばれた」の引用は旧約のどこかはっきりしません。イザヤ11
：1に若枝（ネセル）」または、イザヤ42:6「ナサル（見守る人）」に結び付ける人
があります。最近の研究家は「ナザライオス（ナザレの人）」を「ナジル」に結び
付けて唖なる人」と理解しますbナジル人のお話は旧約のサムソンが有名ですb
苦難をかい潜って唾!なる勧すなわち敬い主」とされたいう意味でしょうか。
もちろんナザレは地名で、イエスがそこで育った地ですが、ベツレヘム伝承から、
ナザレヘの移行を意義付けたものだといわれます。
5、私たちは喧しみの現調の先が、イエスの灯に繋がっている事を心に留めて日
を々歩みたいと思いますも



吟日の説教､聴き手のためにI 2012/1/22明治学院教会（261）
（このプリントは毎週作っているものです）岩井健作枚師
「福音とは、即イエス」

マルコによる福音書1章9節-15節
1，幅音同（ふくいん）は「よい知らせ」という意味で灸古代オリエント諸国で
は王の誕生、即位などを喜ぶ時に用いられました。現代でも新しい医療の開発など、
患者への福音抵と用いられますb初代教会はこれをキリスト教用語とする事で、皇
帝礼拝とは別な価値観を宣言いたしました。初代教会は幅音、をどのように捉えて
いたでしょうか。パウロは、すでに当時の教会の人々が知っている幅音jの再確認
をしています。「すなわち、キリストが聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のた
めに死んだこと、葬られたこと、・・・また三日目に復活したこと」（コリ1，15:3
-40。「この福音は、・・御子に関するものですも御子は、肉によればダビデの子預ミ
から生まれ、聖なる霊によれば、死者の中からの復活によって力ある神の子と定めら
れたのです」（ローマ1:3以下）と表現され、また嘩油と幅音jとの対比とい
う展開もされていますbここは聖書（とくにローマ3章以下）を少し学んでいただく
と幅音｣の理解が深まります。
2，さて、日本では、1970年以降、幅音涌とか畦i会派｣などという使い方
が流行しました。どう考えても「レッテルはり」なのですが、福音理解を「キリスト
の十字架は人間の罪の購い」という贈罪論に集中させていくのが前者、福音による生
を愛の実践･社会での共生まで含めて考えるのが後者、という事になっています。今
もってその亀裂は癒し難く存在しています。
3，マルコ福音書の幅音」の捉えかたは、初期教会のようにq唇音とは・・・」と
文言でまとめる（packagedmessage）信条化の方向にではなく、イエスという方との
出会いの諸出来事そのものなのだ⑪atterofencounter)という方向にもって行きま
した。それがイエスとの出会いを語る幅音書文学」という形式です。聯の子イエ
ス・キリストの福音のはじめ」（1:1）という語り口で始めて16章にいたるのです。
だから、そこには「わたしは、こうイエスにであった」という個別な噌跡吻調が
沢山収録されています。当時の人々が交わらなかった被差別者、障害者、子供などと
イエスは交わっ物語当時権力の座にあった、律法学者らとの喧嘩も収録されていま
す。イエスの言説もその聴衆や光景と一緒に語られています｡
4．マルコでは幅音、と「イエス」が並置されていますb「わたしのためまた福音
のために」（8:35blO:鋤という表現ですもここには幅音｣はまとめられないイエ
スの生涯と振る舞いのすべての出来事なのだという主張があります。まとめるという
ことは大事で灸でも、まとめられないということも大事ですb後者を主張するのが
マルコです。よく話題になるエピソードをまた繰替えすのですが、J・皿ディヴィス宣
教師（18381910同志社教授）の遺言がqWyLifeisMylIessage」であったことは
有名な話です。かれの生涯すべてが、まとめられない遺言なのですb私たちにとって
も、イエスに従う決断をして、イエスの後に従い、イエスを見失い、イエスを裏切り、
イエスに叱責され、イエスに驚き生きるすべてが幅音」なのではないでしょうか。
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